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題字は、妻木小学校 6年生　坂本幸稀さんの作品です。

土岐紅陵高等学校の特色ある教育活動
（左上）７月 韓国の高校と国際交流

緑色のＴシャツが「韓国：ソウルコンベンション高校」の生徒

（右上）１０月 文化祭で、手話の授業の成果を曲に合わせて披露

（下段）１１月 下石の窯元まつり
（左下）あそびのひろばの運営（とっくりグラウンド）
（右下）窯元巡り（鈴木陶苑）
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　　　　 第５回定例会報告令和6年
第５回定例会には下記のとおり議案が上程され、委員会付託された議案については各常任委員会で12月
16日～17日に審議されました。上程された議案の賛否状況及び議決結果は次のとおりです。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第70号
令和６年度土岐市一般会計補正予算（第６号）

補正額575,358千円

議第71号
令和６年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

補正額9,334千円

議第72号
令和６年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第１号）

補正額991千円

議第73号
令和６年度土岐市水道事業会計補正予算（第１号）

資本的支出647千円

議第74号
令和６年度土岐市下水道事業会計補正予算（第１号）

収益的支出492千円　資本的支出337千円

議第75号

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例
の整理に関する条例について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、この条
例を定めようとするもの。

議第76号

土岐市職員の給与に関する条例及び土岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す
る条例について

人事院勧告に準じて、一般職の職員の給与及び一般職の任期付職員の期末手当の額を改定する等のた
め、この条例を定めようとするもの。

議第77号
土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

市議会議員の期末手当の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第78号
土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

常勤の特別職職員の期末手当の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第79号
土岐市行政財産の目的外使用に係る使用料徴収条例の一部を改正する条例について

行政財産の目的外使用に係る使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第80号
土岐市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例等の一部を改正する条例について

公の施設の利用に係る料金について整理するため、この条例を定めようとするもの。

議第81号
土岐市斎苑美しが峰の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市斎苑美しが峰の使用料の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。
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議第82号
土岐市地域包括支援センターの職員に係る基準等を定める条例の一部を改正する条例について

介護保険法施行規則等の一部改正に伴い、この条例を定めようとするもの。

議第83号

土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めよ
うとするもの。

議第84号
土岐市老人福祉センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市老人福祉センターの利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第85号
土岐市駄知公園運動広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市駄知公園運動広場の利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第86号
土岐市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

公民館の使用料の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第87号
土岐市体育館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

体育施設の使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第88号
土岐市営球場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市営球場の使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第89号
土岐市営グラウンドの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市営グラウンドの利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第90号
土岐市射撃場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市射撃場の使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第91号
土岐市総合活動センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市総合活動センターの使用料の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第92号

土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐の利用料金の額を改定する等のため、この条例を定め
ようとするもの。

議第93号
土岐市美濃焼伝統産業会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市美濃焼伝統産業会館の利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第94号

土岐市立陶磁器試験場・セラテクノ土岐の設置及び管理に関する条例及び土岐市立陶磁器試験場・セ
ラテクノ土岐使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例について

土岐市立陶磁器試験場・セラテクノ土岐の使用料及び手数料の額を改定する等のため、この条例を定
めようとするもの。

議第95号
土岐市三国山キャンプ場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市三国山キャンプ場の利用料金の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第96号
土岐市文化プラザの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市文化プラザの使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。
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【賛否が分かれた議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第104号
東濃西部広域行政事務組合の財産処分に関する協議について

東濃看護専門学校の閉鎖に伴い、建物及び当該建物で管理する財産を、令和７年４月１日をもって土
岐市に帰属させるもの。

議案番号
議
決
結
果
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水
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哲
男
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谷　

峰
二
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義

加
藤　

淳
一

杉
浦　
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美

小
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恒
雄

西
尾　

隆
久

塚
本　

俊
一

議第104号 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○

○…賛成　×…反対

議第97号
土岐市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

水道法施行令等の一部改正に伴い、この条例を定めようとするもの。

議第98号
土岐市都市公園条例の一部を改正する条例について

都市公園の使用料の額を改定するため、この条例を定めようとするもの。

議第99号
土岐市立学校施設使用条例の一部を改正する条例について

学校施設の目的外使用に係る使用料の額を改定する等のため、この条例を定めようとするもの。

議第100号

土岐市功労章の授与について

令和6年11月3日に保健衛生功労により、旭日双光章を受賞された西尾好司氏に土岐市功労章を授与
するもの。

議第101号

土岐市功労章の授与について

令和6年11月3日に更生保護功労により、瑞宝双光章を受賞された出口満知子氏に土岐市功労章を授
与するもの。

議第102号

駄知こども園建設工事（建築工事）の請負契約について

駄知こども園建設工事（建築工事）の請負契約を、金847,000,000円で舘林建設株式会社と締結しよ
うとするもの。

議第103号

駄知こども園建設工事（機械設備工事）の請負契約について

駄知こども園建設工事（機械設備工事）の請負契約を、金148,280,000円で美濃冷暖株式会社と締結
しようとするもの。

議第105号
土地の処分について

市有地である土岐市下石町字洞田591番地1の一部を28,520,680円で岐阜県へ売却しようとするもの。

議第106号
専第10号

専決処分の報告及び承認について
令和６年度土岐市一般会計補正予算（第５号）

補正額25,741千円

2025年2月15日
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委員会報告（民生常任委員会）
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令和６年度土岐市一般会計補正予算（第６号）中、所管部分について
　　　障害者総合支援費と福祉医療費において、年度の途中で大きな額の補正を要する要因は。
　　　障害者総合支援費と重度医療費は、報酬改定により給付が上昇したこと、乳幼児医療費と母子家庭等医

療費は、前年度実績より想定以上に給付が伸びると見込まれたことが要因である。

質疑

答弁

土岐市斎苑美しが峰の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　使用料の改定により利用者が減少する心配もあるが、他の自治体との料金の比較等検討はなされたのか。
　　　使用料・手数料の見直しに関する基本方針により、施設の経費等を基に算出しているが、近隣自治体と

比較して許容範囲であると認識している。

質疑

答弁

土岐市地域包括支援センターの職員に係る基準等を定める条例の一部を改正する条例につ
いて
　　　地域包括支援センターの職員配置の柔軟化を図る改正であるが、土岐市において影響はあるのか。
　　　現在４つの包括支援センターが運営をしているが、専門職を確保しており影響はない。
質疑

答弁

土岐市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　150平方メートルを超える施設のみ増額する理由は。
　　　使用料・手数料の見直しに関する基本方針に基づいて他市と比較したところ、150平方メートル未満の

施設の料金は現状妥当であったが、150平方メートルを超える施設は、若干安い状況であったため改正
する。

質疑

答弁

土岐市体育館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　近隣市と比較し、使用料が高いと思われるが、周辺とのバランスは検討されているのか。
　　　近隣より高い料金設定というのも否めないが、市内利用者に対して減免措置を講じ対応している。
質疑

答弁

土岐市総合活動センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　市営グラウンドの利用料金は据え置きであるが、活動センターは増額する理由は。
　　　施設修繕や人件費等の必要経費を考慮し積算をしたことにより増額となった。
質疑

答弁

土岐市立学校施設使用条例の一部を改正する条例について
　　　屋内運動場の使用料の額を大幅に減額する要因は。
　　　従来、生業としての利用を想定した料金設定としていたが、他のスポーツ施設と同等の金額設定とした。
質疑

答弁



委員会報告（総務常任委員会）
2025年2月15日
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令和６年度土岐市一般会計補正予算（第６号）中、所管部分について
　　　繰越明許費補正の陶元浅野線道路新設事業について、硬い岩盤層を発見し掘削に時間を要するとのこと

であるが、今後の工程に問題はないのか。
　　　工程に大幅な遅れはなく引き続き病院建設の工程に合わせ事業を進めて行きたい。
　　　セラトピア土岐指定管理料について、利用料金収入が見込みより少ないことが増額理由の一つであるが、

見込みよりどの位少ないのか。
　　　今年９月までの実績と昨年度の実績で推計すると550万円程少なくなることが見込まれる。

質疑

答弁
質疑

答弁

土岐市美濃焼伝統産業会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　利用料金を伴う特別展示室の利用実績は。
　　　伝産会館が行う企画展などの利用が中心で、令和５年度は、利用料金を伴う利用実績はない。
質疑
答弁

土岐市三国山キャンプ場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　利用料金は、激変緩和措置の上限である1.5倍の値上げであるが、利用者が減少する恐れはないか。
　　　これまでの料金設定が他団体の施設より安価であったため、今回の値上げにより利用者が減るとは考え

ていない。

質疑
答弁

土岐市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する
条例について
　　　布設工事監督者及び水道技術管理者の資格を有する職員は何人いるのか。
　　　布設工事監督者は21人、水道技術管理者は18人有資格者がいる。
質疑
答弁

駄知こども園建設工事（建築工事）の請負契約について
　　　一般競争入札での応札者は何者で、落札率は何パーセントであったか。
　　　応札者は３者で、落札率は97.3パーセントである。
質疑
答弁

駄知こども園建設工事（機械設備工事）の請負契約について
　　　一般競争入札での応札者は何者で、落札率は何パーセントであったか。
　　　応札者は２者で、落札率は86.6パーセントである。
質疑
答弁

土岐市立陶磁器試験場・セラテクノ土岐の設置及び管理に関する条例及び土岐市立陶磁器
試験場・セラテクノ土岐使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例について
　　　手数料支払における「市内の者」の個人に関する定義が「市内に住所を有する個人」から「本市の住民

基本台帳に記載されている個人」に変更された理由は。
　　　これまで一時的に土岐市に居住されている方や外国人技能実習生も「市内の者」に含まれていたため、「市

外の者」の対象者に改めた。

質疑

答弁
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東濃西部広域行政事務組合の財産処分に関する協議について
　　　建物を土岐市に帰属させた後、日本語学校誘致が決まらなかった場合、現東濃看護専門学校建物解体費

用が生じてしまうが他の利活用は検討していないのか。
　　　現段階で日本語学校以外の活用は考えていない。
　　　市が負担する修繕費や取り壊し費用に見合う賃料設定をし、市が持ち出しをすることのないようにすべ

きであるがどう考えるのか。
　　　市が持ち出しをすることとなるような賃料設定は考えていない。
　　　市民や市政にとって公益性があるということから賃料の設定に斟酌するのは極力避けていただきたい。

日本語学校誘致が多文化共生にとって意味あるものにしていくためのソフト事業を考えて行くのが行政
の立場であり、それぞれの思惑があるが、その辺を三者の中で認識し合って話を進めていただきたい。

質疑

答弁
質疑

答弁
意見

土地の処分について
　　　売却地でどのような計画がされているのか。
　　　総合病院の南側に都市間連絡道路の本線と県道土岐足助線に接続するランプを建設する予定である。
質疑
答弁

行 政 視 察 報 告

愛知県新城市　10月31日（木）
「公共施設の複合化（作手小学校・つく
で交流館）について」

公共施設の老朽化が大きな社会問題となっている中、
土岐市においても公共施設総合管理計画を策定し、長寿
命化や統合、複合化等について検討が行われています。
こうした背景を踏まえ、実際に複合施設を建設し運営を
行っている先進市の状況を参考にするため視察を行いま
した。今後公共施設の老朽化や少子化による学校の再編
統合問題は加速化していくものと思われ、今回視察した
新城市の地域と一体となった取り組みについては、大変参考になりました。

兵庫県丹波篠山市　11月1日（金）
「陶の郷」を中心とした丹波焼の文化観
光拠点計画について

文化庁の支援事業の認定を受けて行われている「陶
の郷」を中核とした文化観光拠点計画は、陶器の産業
構造がよく似ており、土岐市が建設を計画している新
博物館の取り組みの参考とするため視察を行いました。
今回の視察では、窯焼き業界のやる気と、民間を交
えた市全体のバックアップなしではできない事業であ
り、今後の土岐市の施策にも大いに参考になるのでは
と感じました。

（委員長：水野　哲男）

総務常任委員会

視察先

視察先
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滋賀県湖南市　11月7日（木）
「発達支援システムについて」

湖南市の発達支援システムは、支援の必要な人に
対し、乳幼児期から学齢期、就労期までのライフス
テージに応じて、保健・福祉・医療・教育・就労の
関係機関の横の連携による支援と、個人に応じた指
導・支援の計画に基づく縦の連携による支援を提供
する仕組みです。このシステムは、すでに導入から
20年以上経過し成果が上がっていて多くの自治体
や海外からも視察にみえられています。本市におい
ても教育支援センターが設置され今後充実した支援体制を構築するためにこの視察で学んだ支援システムを参
考にしたいと思います。

奈良県葛城市　11月8日（金）
「移住・定住対策について」

葛城市は、第一期総合戦略（平成28年３月）で、市
民に分かりやすく、かつ理解しやすいように３つの柱、
「移住」「集客」「定住」を基本として11の施策（アクシ
ョンプラン）を紐づけ、最長５年で完了できる即効性の
あるものに成果を上げています。現在第２期（令和２年
３月）を実施中です。「医療費助成18歳まで」「小中学
校耐震化率100％」「家庭ごみ収集無料」「コミュニティ
バスの無償化」等、多くの政策と大阪都市部のベッドタ

ウンという地理的な特徴がありこのような複合的な要因から、住みよさランキング６年連続県下１位、20年
間で2,300人増加という結果が出ていると思われます。

（委員長：加藤　淳一）

民生常任委員会

視察先

視察先



《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て

　
岐
阜
県
が
自
動
運
転
に
関
す
る
国
の
補

助
事
業
で
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善

事
業
を
実
施
、
東
濃
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

設
定
、
市
は
、
新
し
く
出
来
る
新
病
院
ま

で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
る
。

路
線
の
事
業
所
や
住
民
の
方
々
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
次
の
段
階
へ
進
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ

ス
、
市
民
バ
ス
を
主
軸
と
す
る
交
通
体
系

の
維
持
が
困
難
と
な
る
の
で
、
必
要
な
時

間
に
必
要
な
大
き
さ
の
車
両
に
よ
り
移
動

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
大
型
バ
ス
に
加

え
タ
ク
シ
ー
も
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。
来
年
２
月
頃
か
ら

泉
町
北
部
を
エ
リ
ア
と
し
た
デ
マ
ン
ド
交

通
の
実
証
実
験
を
開
始
す
る
。

　
市
民
バ
ス
の
状
況
に
つ
い
て

　
市
民
バ
ス
は
10
月
か
ら
肥
田
線
の
路
線

バ
ス
に
代
わ
り
運
行
を
開
始
し
て
お
り
現

在
の
９
路
線
で
運
行
を
し
て
い
る
。

　
小
型
車
両
の
導
入
に
つ
い
て

　
今
年
度
で
予
算
化
を
し
て
お
り
小
型
車

両
の
購
入
を
行
い
納
車
後
、
市
民
バ
ス
曽

木
・
妻
木
線
に
お
い
て
小
型
車
両
に
よ
る

運
行
を
開
始
す
る
予
定
。

　
運
賃
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
市
民
バ
ス
及
び
駄
知
ど
ん
ぶ
り
バ
ス
が

一
乗
車
百
円
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
の
っ
て

こ
」
に
つ
い
て
は
一
乗
車
３
百
円
で
運
行

し
て
い
る
が
市
民
バ
ス
「
の
っ
て
こ
」
に

つ
い
て
は
運
賃
の
見
直
し
を
検
討
中
で
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
実
績
は

　
５
億
６
５
４
０
万
３
６
０
０
円
、
総
件

数
は
２
万
６
８
９
９
件
で
す
。

　
返
礼
品
の
分
野
別
の
総
額
と
件
数
は

　
美
濃
焼
製
品
２
万
２
４
５
６
件
、
４
億

４
２
８
７
万
円
、
食
料
品
４
０
７
２
件
、

１
億
１
２
９
０
万
円
、
そ
の
他
３
７
１
件
、

９
６
４
万
円
、
美
濃
焼
製
品
に
係
る
割
合

は
78
・
33
％
で
す
。

　
令
和
６
年
度
の
見
込
み
は

　
11
月
末
の
実
績
で
２
億
５
２
４
０
万
円
、

12
月
の
申
し
込
み
が
一
番
多
く
昨
年
度
の

実
績
よ
り
も
良
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
進
め
方

　
現
在
も
市
が
進
め
て
い
る
情
報
発
信
を

し
て
良
い
特
産
品
を
返
礼
品
と
紹
介
し
て

い
き
た
い
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
は
自
主
財
源
で
あ
り
納

税
額
が
増
え
れ
ば
寄
附
金
の
活
用
の
金
額

も
増
え
る
の
で
増
や
し
て
頂
き
た
い
。

◆
総
合
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
総
合
病
院
及
び
老
人
保
健
施
設
「
や
す

ら
ぎ
」
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
民
間
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
探
る
。
新
た
な
公
共
施
設
を
建
設

す
る
場
合
も
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

調
査
を
進
め
る
。
跡
地
利
用
は
市
民
の
関

心
事
で
あ
り
、
多
角
的
な
視
点
可
能
性
を

検
討
し
て
最
適
解
を
見
つ
け
る
考
え
。

　
解
体
工
事
費
は
幾
ら
か
か
り
ま
す
か
。

　
令
和
４
年
度
に
他
の
自
治
体
が
病
院
を

解
体
し
た
事
例
を
参
考
に
積
算
し
た
と
こ

ろ
、
解
体
費
の
総
額
は
26
億
円
以
上
と
見

込
ん
で
お
り
、
土
地
の
造
成
費
用
に
も
別

途
７
億
円
程
度
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。

　
補
修
し
た
場
合
、
幾
ら
か
か
り
ま
す
か
。

　
概
算
だ
が
、
昭
和
63
年
の
建
設
で
老
朽

化
が
激
し
く
、
電
気
設
備
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
改
修
な
ど
大
規
模
な
改
修
が
必
要
で

35
億
円
以
上
、
や
す
ら
ぎ
の
改
修
費
は

５
億
円
以
上
と
試
算
し
て
い
る
。

　
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
は
。

　
跡
地
利
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
あ
る
程
度
絞
ら
れ
て
き
た
段

階
で
市
民
や
有
識
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
防
災
体
育
館
を
計
画
す
る
の
は
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
防
災
体
育
館
と
い
う
考
え
は
、
１
つ
の

選
択
肢
と
し
て
伺
っ
て
お
き
ま
す
。

◆
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　
１
１
９
通
報
（
救
急
）
の
内
訳
は
。

　
今
年
の
１
月
～
10
月
で
、
救
急
搬
送
件

数
は
２
２
７
７
で
す
。

　
軽
傷
搬
送
は
ど
の
く
ら
い
で
し
た
か
。

　
37
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
１
９
通
報
に
よ
る
病
院
照
会
は
何
件
。

　
問
い
合
わ
せ
件
数
は
１
７
６
件
で
す
。

　
救
急
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
＃
７
１

１
９
の
内
訳
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
今
年
９
月
で
土
岐
市
で
は
83
件
の
問
合

せ
、
そ
の
う
ち
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良

い
と
判
断
さ
れ
た
件
数
は
９
件
、
そ
れ
以

外
の
74
件
が
病
院
案
内
と
な
り
ま
す
。

　
＃
７
１
１
９
の
周
知
は
ど
の
様
に
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
と
き
・
市

民
便
利
帳
や
乳
幼
児
健
診
で
の
チ
ラ
シ
配

布
・
ポ
ス
タ
ー
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

◆
濃
南
分
駐
所
に
つ
い
て

　
濃
南
地
区
の
出
動
要
請
、
そ
の
内
夜
間

は
何
件
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。

　
令
和
５
年
で
１
２
３
件
、
夜
間
は
51
件

あ
り
ま
し
た
。

　
24
時
間
体
制
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
市
全
体
を
捉
え
て
最
も
有
益
か
つ
効
果

的
で
引
き
続
き
現
体
制
で
対
応
す
る
こ
と

必
要
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

木股　英明

安藤　学
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
土
岐
市
駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
土
岐
市
ま
ち
な
か
居
住
に
向
け
た
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
調
査
を
行
っ
た
目
的
は
。

　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
は
駅
周
辺
地
域
に

お
け
る
基
礎
調
査
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
通
じ

て
現
状
分
析
や
課
題
等
を
整
理
し
、
ま
ち

な
か
居
住
の
促
進
に
よ
り
、
賑
わ
い
や
活

気
に
あ
ふ
れ
た
街
づ
く
り
に
向
け
て
公
民

連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
を
調
査
・
検
討
を
す
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
市
民
の
方
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
の
か
。

　
土
岐
市
駅
周
辺
に
お
け
る
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
の
市
民
意

識
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
５
０
４
名
の
方
々
か
ら
回
答

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
、

地
域
市
民
の
方
の
声
は
し
っ
か
り
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
調
査
結
果
を
整
理
し
、
ま
ち
な
か
居
住

を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
向
性
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
子
育
て
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
を
反
映
し

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
拠
点
①
の
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
エ

リ
ア
に
つ
い
て
。

　
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
業
務
で
は
土
岐
市

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
整
備
構
想
案
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
土
岐
市
駅
周
辺
の
部

分
で
、
こ
う
い
っ
た
事
が
出
来
な
い
か
と

い
う
市
の
た
た
き
台
と
い
う
状
況
で
す
。

　
拠
点
②
子
供
た
ち
の
暮
ら
し
を
育
む
エ

リ
ア
に
つ
い
て
。

　
市
の
た
た
き
台
と
し
て
市
民
の
皆
様
か

ら
頂
い
た
ご
意
見
等
を
イ
メ
ー
ジ
図
と
し

て
作
成
し
ま
し
た
。

　
美
濃
焼
ス
ト
リ
ー
ト
①
に
つ
い
て
。

　
た
た
き
台
と
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
い
う
意
味
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
料
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
か

か
っ
た
費
用
は
。

　
こ
れ
ま
で
３
年
間
の
総
額
で
１
８
５
３

万
５
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
土
岐
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
補
助
制
度
、
ま
た
助
成
制
度
を
地
域
の

皆
様
に
周
知
、
ま
た
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

　
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
お
答
え
す
る
と
イ
エ

ス
で
す
。

　
補
助
制
度
・
助
成
制
度
の
ア
イ
コ
ン
を

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
追
加
し
て
い
た
だ
く
な

ど
の
再
構
築
は
可
能
か
。

　
適
切
に
情
報
を
発
信
で
き
る
仕
組
み
の

下
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◆
市
道
の
街
路
樹
に
つ
い
て

　
作
業
内
容
と
そ
の
実
施
回
数
、
維
持
管

理
費
に
つ
い
て

　
街
路
樹
の
定
期
的
な
維
持
管
理
は
市
道

４
路
線
、
約
４
㎞
に
つ
い
て
植
栽
帯
の
維

持
管
理
業
務
の
委
託
で
実
施
、
作
業
内
容

と
実
施
回
数
は
、
樹
木
の
高
木
剪
定
・
防

除
・
年
１
回
、
中
木
や
低
木
の
寄
せ
植
え

剪
定
・
植
樹
桝
の
除
草
は
年
１
回
か
ら
２

回
そ
の
他
、
施
肥
・
灌
水
を
実
施
、
年
間

の
維
持
管
理
費
は
約
８
５
０
万
円
で
す
。

　
撤
去
し
た
場
所
へ
の
植
え
替
え
や
新
植

を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

　
街
路
樹
は
、
道
路
や
街
並
み
の
景
観
に

資
す
る
点
で
、
道
路
利
用
者
や
地
域
の
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
反
面
、
周
辺
へ
の
落
ち
葉

の
散
乱
等
、
沿
道
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
、

植
え
替
え
に
つ
い
て
は
周
辺
状
況
を
よ
く

考
慮
し
て
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
道
路
へ
の
新
た
な
植
栽
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
通
学
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て

　
通
学
路
の
草
刈
り
要
望
の
多
い
季
節
の

対
応
に
つ
い
て

　
通
学
路
の
通
行
機
能
を
確
保
す
る
た
め

市
道
に
お
い
て
は
、
住
居
が
無
く
通
行
量

が
多
い
幹
線
道
路
な
ど
は
年
１
回
か
ら
３

回
草
刈
り
を
実
施
。
要
望
の
多
い
季
節
は

地
元
自
治
会
か
ら
の
要
望
や
通
行
者
か
ら

の
通
報
が
あ
る
場
合
は
、
現
場
状
況
に
応

じ
て
実
施
時
期
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
道
・
県
道
等
、
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
合
同
点
検
や
住
民
要
望
や
通
報
、

あ
る
い
は
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
把
握
し
た
草

刈
り
が
必
要
な
個
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
各
道
路
管
理
者
に
情
報
提
供
し
て
対

応
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◆
公
園・河
川
敷
な
ど
の
樹
木
に
つ
い
て

　
桜
の
木
、
例
え
ば
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」

は
50
年
を
超
え
る
と
老
木
の
域
に
入
る
た

め
手
入
れ
が
必
要
で
、
現
在
市
内
の
桜
の

木
の
取
り
扱
い
状
況
に
つ
い
て

　
基
本
的
に
、
市
有
地
に
植
わ
っ
て
い
る

桜
の
木
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
の
市

が
管
理
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
誰
に
よ
っ
て
ど
の
様
に
植
え
ら
れ
た

の
か
が
不
明
な
も
の
が
多
く
、
道
路
な
ど

市
が
管
理
す
る
施
設
の
付
属
物
で
は
な
い

の
で
、
樹
齢
な
ど
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
職
員
の
巡
回
や
市
民
の
方
々
の
通

報
で
、
市
道
の
通
行
の
支
障
と
な
っ
て
い

る
桜
の
木
を
確
認
し
た
場
合
、
剪
定
等
の

対
応
を
速
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
桜
の
木
の
維
持
管
理
は
地
域
の
皆
様
や

関
係
機
関
と
の
調
整
を
十
分
に
図
り
、
適

切
に
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大久保一夫

安藤　勝彦

2025年2月15日
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
公
立
東
濃
中
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

　
現
在
、
土
岐
市
立
総
合
病
院
は
県
厚
生

連
を
指
定
管
理
者
に
選
び
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
指
定
管
理
者
と
指
定
管
理
契
約

５
年
の
と
こ
ろ
を
延
長
し
て
、
新
病
院
開

院
の
令
和
８
年
２
月
ま
で
延
長
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
病
院
の
指
定
管
理

者
は
、
公
募
を
し
な
い
で
県
厚
生
連
に
な

る
の
か
、
東
濃
中
部
病
院
事
務
組
合
議
会

の
執
行
部
の
長
と
し
て
の
市
長
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
東
濃
中
部
病
院
事
務
組
合
の
所
管
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
ま
す
と
指
定
管
理
者
の

公
募
を
す
る
、
し
な
い
の
議
論
は
適
切
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
ま
で
の
経
緯
が
あ
り
、
土
岐
市
と
瑞
浪

市
で
構
成
さ
れ
る
東
濃
中
部
地
域
に
お
け

る
継
続
的
、
安
定
的
な
医
療
提
供
に
つ
い

て
岐
阜
県
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
４
０

０
床
程
度
の
一
病
院
化
を
目
指
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
３
月
１
日

に
は
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
及
び
Ｊ
Ａ
岐
阜

厚
生
連
に
よ
る
新
病
院
の
設
置
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
て
お
り
ま
し
て
、
県
厚
生

連
が
運
営
を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
濃
中
部
病
院
組
合
の
議
会
で
、
新
病

院
の
指
定
管
理
者
を
決
め
る
の
で
す
ね
。

　
組
合
の
議
会
で
提
案
し
て
議
決
す
る
運

び
に
な
り
ま
す
。

　
新
病
院
建
設
費
は
、
土
岐
市
・
瑞
浪
市

指
定
管
理
者
で
負
担
す
る
の
か
。

　

組
合
議
会
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

３
者
で
負
担
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
消
防
用
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

　
土
岐
市
消
防
本
部
に
あ
る
ド
ロ
ー
ン
の

運
用
状
況
は
ど
う
か

　
土
岐
市
消
防
本
部
に
一
台
保
有
し
て
お

り
、
災
害
時
の
焼
失
状
況
の
把
握
・
人
命

捜
索
時
の
確
認
な
ど
広
く
運
用
し
て
い
る
。

　
操
縦
可
能
な
職
員
は
、
何
名
い
る
か
。

　
現
在
14
名
が
資
格
者
で
す
。

　
南
署
に
も
う
一
台
ド
ロ
ー
ン
の
配
備
は

　
市
内
全
域
で
運
用
し
て
い
る
の
で
追
加

購
入
は
、
考
え
て
い
な
い
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
に

つ
い
て

　
話
し
言
葉
や
意
思
疎
通
の
た
め
、
救
急

車
や
避
難
所
に
配
備
し
て
は
ど
う
か

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
で
対
応
し
て
い
る
。

◆
水
道
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
泉
が
丘
町
の
県
営
住
宅
は
、
自
治
会
が

水
道
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
が
市
が
徴
収

で
き
な
い
か

　

市
と
県
住
宅
公
社
と
の
契
約
な
の
で
、

市
で
は
や
れ
な
い
。

◆
土
岐
市
役
所
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

　
現
状
の
課
題
に
つ
い
て

　
働
き
方
改
革
に
よ
る
長
時
間
勤
務
の
是

正
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
勤
務
時
間
は
減

少
す
る
一
方
、
業
務
量
が
減
少
し
な
け
れ

ば
職
員
の
負
担
は
増
加
す
る
。
職
員
の
数

を
増
や
す
こ
と
も
難
し
い
中
、
業
務
の
見

直
し
や
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
よ
る
効
率
化
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
職

員
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
課
題
。

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

　
働
き
方
改
革
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て

Ａ
Ｉ
の
活
用
も
有
効
だ
と
考
え
る
。
Ａ
Ｉ

は
デ
ー
タ
を
学
習
し
、
記
憶
、
知
識
化
す

る
こ
と
が
で
き
、
近
年
は
学
習
結
果
か
ら

新
た
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能

な
生
成
Ａ
Ｉ
が
登
場
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
活
用
で
き
る
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
質

問
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、
自
動
で
返
答
し
て

く
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
求
め
て
い
る
情
報
に
た
ど

り
着
き
や
す
い
こ
と
、
ま
た
職
員
に
と
っ

て
も
問
い
合
わ
せ
対
応
業
務
が
効
率
化
さ

れ
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
導
入
に
至
っ
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
活
用

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
令
和
５
年
度
に

試
験
導
入
、
今
年
度
か
ら
本
格
導
入
し
文

案
の
作
成
や
言
語
の
翻
訳
な
ど
幅
広
い
用

途
に
対
応
し
て
お
り
、
業
務
の
効
率
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
窓
口
業
務
の
短
縮
に
つ
い
て
の

実
施
の
考
え
は

　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
様
の

理
解
を
得
る
た
め
に
、
職
員
の
働
き
方
改

革
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
実
施
の
予
定
は
な
い
が
、
窓
口
業
務
開

庁
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
始
業
前
準

備
や
終
業
後
の
後
片
づ
け
の
問
題
な
ど
解

決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
先
行
し
て
実

施
し
て
い
る
県
内
他
市
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

●
今
後
と
も
土
岐
市
役
所
に
お
い
て
、
職

員
の
負
担
軽
減
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指

し
、
ま
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
市
内
企
業
等
の
手
本
と
な

る
よ
う
な
実
効
性
の
あ
る
働
き
方
改
革
を

進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

塚本　俊一

水野　哲男
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
発
達
支
援
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
病
気
等
で
子
ど

も
さ
ん
を
送
迎
で
き
な
い
時
の
対
応
は
。

　

送
迎
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

　

中
学
生
や
高
校
生
を
持
つ
親
か
ら
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
自

分
た
ち
は
対
象
外
で
あ
り
悩
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
親
や
家
族
が
病
気

な
ど
の
事
情
で
ど
う
し
て
も
子
ど
も
さ
ん

の
送
迎
が
出
来
な
い
時
に
、
新
た
に
補
助

事
業
を
創
設
し
送
迎
可
能
な
業
者
を
頼
め

る
よ
う
な
取
組
み
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
単
純
に
ど
こ
か
か
ら
ど
こ
か
へ
連
れ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
障
が
い

者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
事
前

申
請
や
登
録
事
業
者
の
利
用
な
ど
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
、
移
動
中
の
介
助
を
す

る
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
。

◆
土
岐
市
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

　
国
の
施
策
で
は
あ
る
が
自
給
率
向
上
促

進
の
取
組
み
の
考
え
は
。

　
市
の
取
組
み
が
国
の
自
給
率
の
向
上
に

そ
れ
ほ
ど
多
く
の
影
響
を
与
え
る
事
は
出

来
な
い
と
思
う
が
二
つ
ほ
ど
考
え
て
お
り
、

一
つ
は
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
で
立
ち
上
げ

た
二
つ
の
農
事
組
合
の
法
人
で
高
齢
化
に

伴
い
諦
め
た
遊
休
農
地
や
圃
場
整
備
で
地

続
き
に
な
っ
て
広
が
っ
た
水
田
を
集
積
・

集
約
化
し
て
、
借
入
水
稲
面
積
を
広
く
し

生
産
量
を
増
や
す
。
も
う
一
つ
は
本
市
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
地
元
野
菜
を
納
品

さ
れ
て
い
る
農
家
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
と
う
と
さ

ん
が
連
携
し
、
農
作
物
の
栽
培
の
技
術
支

援
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
出
荷
す
る
体

制
を
整
え
、
地
元
野
菜
を
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
や
地
元
ス
ー
パ
ー
へ
配
送
す
る
流
通

を
支
援
す
る
取
組
み
に
よ
っ
て
地
産
地
消

を
推
進
し
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　
提
案
、
総
合
病
院
を
解
体
す
る
の
で
は

な
く
水
耕
栽
培
が
出
来
る
民
間
業
者
を
誘

致
し
、
学
校
給
食
に
使
い
土
岐
市
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と
し
て
売
り
に
出

す
。
病
院
隣
接
地
の
看
護
学
校
跡
地
に
日

本
語
学
校
開
校
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
生
徒
を
水
耕
栽
培
工
場
で
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
雇
う
こ
と
も
可
能
で
効
率
が
良
い

と
考
え
る
が
市
長
は
如
何
か
。

　
（
市
長
）
総
務
部
長
が
申
し
上
げ
た
よ

う
に
取
り
壊
す
の
か
、
或
い
は
残
し
て
そ

れ
を
活
用
す
る
の
か
と
い
う
選
択
肢
が
あ

ろ
う
か
と
思
う
。
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
い

う
風
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
一
つ
の
ア

イ
デ
ア
と
し
て
可
能
な
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
少
し
検
討
し
て
み
た
い
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
日
本
語
学
校
誘
致
に
つ
い
て

　
効
果
と
し
て
市
内
就
職
の
見
込
み
は
？

　
就
職
に
つ
い
て
は
、
役
割
分
担
で
商
工

会
議
所
を
中
心
に
考
え
ま
す
。
見
込
み
の

数
字
は
今
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

●
人
材
確
保
が
効
果
と
言
わ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
優
秀
な
外
国
人
材
は
都
市
部
へ
就

職
す
る
割
合
が
高
く
な
る
の
が
一
般
的
に

見
え
ま
す
。
育
て
て
も
流
出
し
て
は
メ
リ

ッ
ト
は
極
め
て
低
い
の
で
は
な
い
か
。

　
土
岐
市
の
収
支
見
通
し
と
負
担
額
は
？

　
20
年
間
で
負
担
総
額
は
、
１
億
９
４
０

０
万
円
の
見
込
み
。
賃
料
は
今
後
協
議
し

て
い
く
予
定
、
生
徒
数
の
動
向
に
よ
り
変

わ
る
の
で
具
体
的
な
数
字
を
言
え
な
い
。

最
悪
な
場
合
で
も
市
の
持
ち
出
し
は
な
い
。

　
土
岐
市
が
損
を
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と

を
明
言
し
て
頂
き
た
い
が
い
か
が
か
？

　
先
の
こ
と
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

現
時
点
で
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
賃
貸
借
に
つ
い
て
公
募
し
な
い
理
由
は
？

　
公
募
し
な
い
理
由
は
、
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
、
安
定
性
、
継
続
性
が
見
込
め
、

公
民
連
携
事
業
の
実
績
が
豊
富
な
ど
の
理

由
か
ら
、
土
岐
商
工
会
議
所
設
立
の
日
本

語
学
校
誘
致
の
会
の
決
定
で
判
断
し
た
。

（
市
長
）
一
般
論
で
は
公
募
す
る
の
が
筋

で
あ
る
が
、
今
回
は
こ
の
形
を
取
る
の
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
該
事
業
者
を
評
価
す
る
に
至
っ
た
裏

付
け
、
信
頼
性
や
財
務
状
況
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
調
査
・
審
査
し
た
の
か
？ 

　
そ
う
い
っ
た
経
営
状
況
と
か
そ
う
い
っ

た
も
の
は
、
頂
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
公
平
性
や
透
明
性
の
確
保
と
い
う
の
は

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
必
要
、
公
募
を
最
低
限

行
っ
て
い
く
べ
き
、
中
止
も
含
め
考
え
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

◆
新
博
物
館
建
設
に
つ
い
て

　
新
博
物
館
全
体
の
総
額
は
？
ま
た
観
光

関
連
な
ど
の
周
辺
整
備
費
用
は
？

　
現
段
階
で
は
、
事
業
費
の
総
額
と
し
て

約
39
・
５
億
円
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
現
在
作
業
中
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

の
た
め
の
周
辺
整
備
費
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
算
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ど
う
な
る
の
か
？

　
令
和
５
年
度
が
約
８
０
０
万
円
、
そ
れ

が
年
間
３
９
０
０
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　
博
物
館
は
過
大
投
資
で
は
な
い
か
？

　
（
市
長
）
必
要
と
言
う
認
識
で
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

●
報
告
会
で
も
大
き
な
逆
風
が
あ
り
ま
し

た
。
す
ご
く
批
判
的
な
声
も
あ
り
ま
し
た

し
、
是
非
と
も
市
民
の
声
を
聞
く
た
め
の

市
民
説
明
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

小関　篤司

北谷　峰二

2025年2月15日
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
穏
や
か
で
安
ら
ぐ
暮
ら
し
に
つ
い
て

　
市
内
の
令
和
２
年
度
の
高
齢
者
単
身
世

帯
数
は
、
２
５
９
７
世
帯
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
高
齢
や
単
身
世
帯
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
高
齢
者
の
孤
独
や
孤
立
問

題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
の
対
応
に
つ
い
て
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の
将

来
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、
配
偶
者
死
別
後

も
子
と
同
居
し
な
い
方
々
や
未
婚
者
の
増

加
等
の
影
響
に
よ
り
、
65
歳
以
上
の
単
身

世
帯
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と

分
析
し
て
お
り
ま
す
。
土
岐
市
の
高
齢
化

率
は
今
後
緩
や
か
に
上
昇
し
、
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
世
帯
が
65
歳
以
上
と
な
る
２
０
４
０

年
に
は
４
割
近
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
単
身
高
齢

者
の
社
会
的
孤
立
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て

き
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
全
に
暮
ら
し
、
孤
立
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

整
備
と
し
て
交
流
の
場
を
提
供
し
、
地
域

活
動
や
趣
味
な
ど
へ
の
参
加
を
促
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
民
生
児
童
委
員
や
地
域

住
民
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
土
岐
市
で
は
、
緊
急
通
報

装
置
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
を
通
じ

て
、
高
齢
者
の
見
守
り
施
策
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

高
齢
者
の
方
々
の
社
会
参
加
や
地
域
の
つ

な
が
り
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
人
生
の
最
期
を
意
識
し
て
事
前
準
備
を

す
る
こ
と
を
終
活
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
活
の
本
当
の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
市

民
に
も
っ
と
周
知
す
べ
き
と
考
え
ま
す
、

市
の
対
応
に
つ
い
て
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
終
活
と
は
自
分
の
人
生
の
終
わ
り
を
意

識
し
な
が
ら
単
に
葬
儀
や
遺
品
整
理
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
の
準
備
を
幅
広
く
含
む
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自
分
が
大
切
に
し

て
い
る
事
や
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア

を
望
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

関
す
る
啓
発
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
５
年

度
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て

お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
配
布
・
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
サ
ロ
ン
に
て
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方
講
座
な
ど
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
希
望
す
る
市
民
に
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
情
報
発
信
の
本
市
の
考
え
に
つ
い
て

　
「
愛
着
と
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
」
に
す

る
た
め
の
本
市
の
戦
略
的
情
報
発
信
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
情
報
発
信
に
お
い
て
は
、
相
手
や
目
的

な
ど
に
応
じ
た
戦
略
的
な
発
信
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
市
の
広
報
活
動
が
部
署
ご
と
担
当
ご
と

の
経
験
や
知
識
、
意
識
に
委
ね
ら
れ
市
全

体
で
取
り
組
む
指
針
が
な
か
っ
た
こ
と
を

振
り
返
り
、
一
方
的
に
伝
え
る
広
報
で
は

な
く
届
け
た
い
相
手
を
意
識
し
た
伝
わ
る

広
報
へ
発
展
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
の
10
月

に
共
感
性
、
戦
略
性
、
発
展
性
の
三
つ
を

行
動
指
針
と
す
る
土
岐
市
広
報
ポ
リ
シ
ー

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
博
物
館
を
活
か
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
新
博
物
館
は
、
国
が
国
宝
に
次
ぐ
と
認

め
る
貴
重
な
文
化
財
、
更
に
は
Ｊ
Ｒ
土
岐

市
駅
か
ら
見
え
る
、
駅
か
ら
歩
い
て
い
け

る
こ
う
い
っ
た
好
条
件
が
揃
っ
た
い
い
場

所
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え

を
伺
い
た
い

　
新
博
物
館
は
、
Ｊ
Ｒ
駅
か
ら
徒
歩
十
分

程
度
の
距
離
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
立
地
条
件
を
活
か
し
て
例
え
ば
Ｊ

Ｒ
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
企
画
を
行

い
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
企
画
を
考

え
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
多
様
な
つ
な
が
り
機
能
や
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
機
能
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
り
組
み

及
び
効
果
を
考
え
て
い
る
の
か

　
ま
ず
、
つ
な
が
り
機
能
に
つ
い
て
で
す

が
新
博
物
館
の
様
々
な
事
業
を
市
民
協
同

で
実
施
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
機
能
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
内
容
は
、
現
在
実

施
し
て
い
ま
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
学
校
等
の
教

育
機
関
、
市
民
や
地
域
団
体
、
美
濃
焼
関

連
企
業
や
施
設
、
他
の
博
物
館
美
術
館
と

の
連
携
も
視
野
に
広
が
り
を
持
っ
た
活
動

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
次
に
に
ぎ

わ
い
機
能
で
す
が
市
民
や
ビ
ジ
タ
ー
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
多
様
な
活
動
や
交
流
を

生
み
出
す
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
タ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

新
博
物
館
を
活
か
し
た
観
光
振
興
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

　
市
外
、
県
外
な
ど
か
ら
の
ビ
ジ
タ
ー
に

対
し
て
は
、
と
き
は
く
ひ
ろ
ば
の
情
報
発

信
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
市
内
の
観
光
地

や
作
陶
体
験
施
設
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
等
へ
の
案
内
を
す
る
こ
と
で
博
物
館

周
辺
の
み
な
ら
ず
、
市
内
周
遊
や
近
隣
施

設
へ
の
観
光
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

小栗　恒雄

山内　健
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《第５回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
学
習
・
教
育
環
境
の
変
化
と
今
後
の

学
校
教
育
の
展
望
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
全
国
す
べ
て
の
小
中
学
校

に
お
い
て
、
一
部
の
教
科
に
導
入
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に

導
入
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
と
紙
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を

活
か
し
な
が
ら
実
践
を
積
み
重
ね
、
効
果

を
確
か
め
な
が
ら
導
入
し
て
い
き
た
い
。

　
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
小
中
学
校
の

規
模
の
適
正
化
と
、
そ
の
手
段
と
し
て
の

学
校
統
合
に
つ
い
て
、
長
谷
川
教
育
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　
長
期
的
な
展
望
の
中
で
は
学
校
統
合
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は

小
規
模
校
の
よ
さ
を
活
か
し
た
質
の
高
い

教
育
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
縦
で
つ
な

げ
る
小
中
９
か
年
の
義
務
教
育
を
、
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

◆
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度
の
運
用

状
況
と
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
東
濃
５
市
で
は
、
多
治
見
市・瑞
浪
市・

恵
那
市
・
中
津
川
市
の
４
市
が
い
ず
れ
も

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
所
持
者
に
対
し
て

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
仮
に
、

本
市
に
お
い
て
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を

身
障
４
級
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、
増
額
分

の
経
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
所
得
制
限
を
設
け
て
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
だ
け
を
対
象
と
し
た
場
合
に
は
、

約
３
１
２
１
万
円
、
所
得
制
限
を
設
け
な

け
れ
ば
約
５
９
１
４
万
円
の
増
額
に
な
る
。

　
本
市
が
運
用
し
て
い
る
制
度
は
、
設
計

か
ら
、
ほ
ぼ
50
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

現
行
制
度
の
妥
当
性
と
制
度
拡
充
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
現
行
制
度
は
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
維
持

継
続
を
念
頭
に
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
、

可
能
な
限
り
必
要
な
支
援
が
多
く
の
人
に

行
き
渡
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
長
き
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
既
存
の

制
度
や
事
業
を
、
制
度
の
趣
旨
や
事
業
の

目
的
に
立
ち
返
っ
て
、
必
要
な
見
直
し
を

し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
公
平
性

や
制
度
の
持
続
可
能
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、

支
援
を
本
当
に
必
要
と
す
る
方
に
、
本
当

に
必
要
な
支
援
を
す
る
た
め
に
は
、
拡
充

一
辺
倒
で
は
な
い
見
直
し
も
必
要
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
。
社
会
の
変
化
が
加
速
化

す
る
中
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
な
が
ら
、
障
害
者
福
祉
の
分
野

だ
け
で
な
く
市
政
全
般
に
わ
た
る
様
々
な

制
度
や
事
業
を
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
力
を
尽
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

◆
市
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み

に
つ
い
て

　
し
尿
汲
み
取
り
の
料
金
支
払
い
方
法
に

口
座
振
替
な
ど
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
岐
阜
県
内
で
市
町
村
等
が
直
営

等
に
よ
り
、
し
尿
収
集
を
行
っ
て
い
る
市

町
が
７
市
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
体
は
土
岐
市

の
み
で
す
。

当
市
で
は
、
く
み
取
り
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
約
１
３
０
０
戸
と
な
っ
て
お
り
、

下
水
道
や
合
併
浄
化
槽
の
普
及
や
人
口
減

少
に
伴
い
、
く
み
取
り
を
利
用
す
る
世
帯

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
運
営
に
係
る
費

用
を
抑
制
し
、
効
率
的
な
事
業
の
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
土
岐
市

に
お
い
て
も
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
納
付
方
法
、
申
込
方
法
な
ど
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
障
が
い
者
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
へ
、

お
む
つ
購
入
代
金
の
助
成
拡
大
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
現
在
の
紙
お
む
つ
の
助
成
対
象
は
直
腸

機
能
障
害
者
、
脳
原
性
運
動
機
能
障
害
か

つ
意
思
表
示
困
難
者
、
膀
胱
機
能
障
害
者

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
障
が
い
が

原
因
で
日
常
生
活
に
お
け
る
排
せ
つ
管
理

が
非
常
に
困
難
な
方
々
に
対
し
て
、
特
に

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

一
方
、
療
育
手
帳
所
持
者
の
中
に
は
、

紙
お
む
つ
を
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い

場
合
や
、
個
々
の
障
が
い
の
程
度
や
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
よ
り
、

紙
お
む
つ
が
不
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
行
の
制
度
で
は
、

紙
お
む
つ
の
利
用
が
特
に
必
須
で
あ
る

方
々
を
優
先
に
支
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

可
能
な
限
り
多
く
の
方
々
に
必
要
な
支

援
を
届
け
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
の
優
先
順
位
を
設
け
ざ
る
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
財
政
状
況

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
制

度
の
見
直
し
や
改
善
に
努
め
て
い
く
所
存

で
す
。

伊藤　公男

後藤　正樹

2025年2月15日

14



15

土 岐 市 議 会 だ よ り

土岐市議会では、令和６年度議会報告会を10月16日から30日にかけ、中学校区を単位に市内６か所
で開催しました。今後も開かれた議会を念頭に、皆様への説明責任を十分に果たしてまいります。

　　　　　　１．博物館について
　　　　　　２．新病院について
　　　　　　３．人口減少対策について
　　　　　　４．子育て支援について

テーマ

６会場で172名の方が参加
令和6年度議会報告会を開催しました

アンケート結果
20代　1%
30代　1% 大いに満足

4%

10代　0% 大いに不満　1%80代以上　1%

50代
18%

40代
4%

60代
29%

無回答
13%

70代
33%

年代 性別 満足度

男性
72%

満足
30%

やや満足
41%

やや不満
20%

不満
4%

女性
15%

無回答
13%

今回の報告会は、議会活動の報告とグループ討議の二部構
成で行いました。６年ぶりに市民の皆さまと我々議員が膝を
交えて４つのテーマについて話し合い、大変多くのご意見を
いただくことができました。その中でいただいた行政に対す
るご意見等につきましては、市議会から市長へ報告いたしま
す。
今回の議会報告会は、参加者の方から「議員と身近に話が
できて良かった」といったお言葉もいただいておりますが、
まだまだ若い世代の方や女性の方たちの参加が一部の会場を
除き少ない状況であったことは、反省し次回へ繋ぎたいと考
えております。
また、市議会に対するご意見も多数聴かせていただくこと
ができました。いただいたご意見は今後の課題とし、より開
かれた身近な議会を目指してまいります。

〇 博物館について
・小学生の為のイベントをして欲しい。
・新博物館は本当に必要なのか。今後の土岐市に負担がか
からないようにしてほしい。

〇 新病院について
・新病院で子どもを産めるなら、素晴らしいことだと思う。
・新病院までの交通アクセスを充実させてほしい。

〇 人口減少対策について
・高齢者の住みよい土岐市になれば、皆が住むのではないか。
・若者が働ける場所を増やし、定住出来るようにしてほしい。

〇 子育て支援について
・若者が子育てしやすい住みやすい環境を整えてほしい。
・ときめっく以外にもママ友のできる環境を増やしてほしい。



この冬は、西日本では過去トップ3に入るくらいの強いレベルの寒波が襲来するなど、寒気もピークを迎え
つつあります。市民のみなさんも交通などの立往生のリスクや路面の凍結などに十分注意してください。また、
全国のインフルエンザ感染者数が、現行の統計開始以降、最多ということで、改めて、手洗いやマスクの着用
のほか、換気など、基本的な感染対策も心掛けて頂くとともに、情報の発信にこれからも力を注いで、市民の
健康と生活を守る取り組みを進めていきたいと思います。
前回号から表紙について地元高等学校のご協力頂き、より興味を持ち、手に取ってみて頂ける取り組みも始
まりました。市民のみなさんから見えやすく、開かれた議会、「議会だより」で議会活動の発信にも努めてま
いりますので、これからもよろしくお願い致します。
� （文責：小関　篤司）

編集後記

議会だより編集部会  ���������������������������������������
　部会長：北谷峰二　　副部会長：安藤勝彦
　　　　　西尾隆久　鈴木正義　水野哲男　小関篤司　大久保一夫　渡邉豪　伊藤公男

2025年2月15日
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〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉 10/23　下石小学校 ２年生

11/15　妻木小学校 ２年生 〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈

小学生のみなさんが議場を見学しました。


